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研究成果の概要（和文）：先行研究では、中国のナショナリズムを官民一体のものであり、その高揚が愛国主義
教育、歴史教育の結果とされている。本研究は中国社会の多様化と自立性に着目し、官製ナショナリズムのほ
か、国家から一定の自立性を持つ多様な大衆ナショナリズムの存在を明らかにした。そのうち、偏狭なナショナ
リズムは弱者、左派を中心に存在し、排外的な活動で中心的な役割を果たした。リベラルなナショナリズムは国
際ルールの順守や対外協調を強調する。中国政府は体制維持の立場からナショナリズムを利用しようとするが、
対外開放の推進と外交主導権の確保といった立場から偏狭なナショナリズムに警戒心を持ち、法的処罰で過激な
活動を規制しようとする。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the diversification and increasing autonomy of Chinese society 
from the state, this research found the existence of diversified popular nationalism besides 
government-made nationalism. Among them, illiberal nationalism existed mainly in the weak, leftist 
intellectuals, and they played a central role in anti-foreign countries events. Liberal nationalism 
emphasizes compliance with international rules and external cooperation. The Chinese government 
tries to utilize nationalism from the standpoint of maintaining the one-party system. In the 
meantime, it also tries to restrict and even punish radial activities, in order to promote open-door
 policy and keep social stability.
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１．研究開始当初の背景 

 

中国のナショナリズムの高まりについて、
先行研究の多くはそれを政府主導の愛国主
義教育、歴史教育の結果として捉え、また、
中国政府は社会的不満のはけ口としてナシ
ョナリズムを利用しようとすることを強調
した。本研究はナショナリズムの多様化に着
目し、国家から独立した大衆ナショナリズム
の生成・拡大のメカニズムを分析すると同時
に、その高揚がいかに中国外交に影響を与え
ているかを明らかにする。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究の主な目的は以下のことを解明す
ることである。 

① 中国のナショナリズムはいかなる多様
性をもつか、官製ナショナリズムと大
衆ナショナリズムはどう違うか。 

② 一党支配体制の下で、大衆ナショナリ
ズムの生成・拡大のメカニズムとは何
か、どこまで社会に浸透しているか。 

③ 先進国と比べ、中国の大衆ナショナリ
ズムの言動様式はいかなる特徴を持つ
か。 

④ 中国政府はいかなる立場から、どのよ
うに大衆ナショナリズムに対応しよう
としているかを明らかにしたい。 

 

３．研究の方法 

 

本研究の目的を達成するために、次の研究
手法を用いる。 

 

① 先行研究の成果を中心に批判的な検討
を行ったうえで、4 つの問い・仮説に
合わせて分析の概念、検証可能な分類
の基準、指標を設定する。 

② 政策文書、資料集、書籍、新聞・雑誌
の報道・言論を収集するほか、インタ
ーネットを活用して対外摩擦事件を中
心にオピニオン・リーダーのブログ、
外交関連の BBS を調べる。 

③ 文献資料の不足を補い、研究の助言を
得るために、現地調査を実施し、専門
家、政府やメディアの関係者、オピニ
オン・リーダー、活動家に対するヒア
リングを行う。 

 

 
４．研究成果 
 
近年、中国は急速な発展を遂げる中で、ナ

ショナリズムは高揚し、関係者の関心を集め
ている。先行研究の多くは中国のナショナリ
ズムを官民一体のものと捉えている。すなわ
ち、一党支配体制の下で、中国政府は思想統
制、報道規制を行い、愛国主義教育、歴史教

育によって反日、反西側のナショナリズムを
高揚させ、意図的にナショナリズムを社会的
不満のはけ口として利用しようとしている。
本研究は上述した理解を批判的に吸収しつ
つ、社会の多様化と自立化、中国政府の「両
面性」と政治的統制力、中国外交を取り巻く
国際環境の変化といった視点から、中国ナシ
ョナリズムの複雑な構造、特に生成のメカニ
ズムと中国外交へのインパクトを次のよう
に明らかにした。 

 
まず第一に、政治社会の構造的な変化が発

生する中で、多様なナショナリズムが存在し
ている。具体的に、経済の市場経済化、グロ
ーバル化、インターネットの発展や外国情報
の流入によって、政治的自由化が緩やかに進
展してきた。その結果、人々は経済的に少し
ずつ国家から自立し、利益や意識の多様性を
見せ始めた。ナショナリズムもその例外では
ない。中国政府は愛国主義教育、歴史教育で
展開された主張を官製ナショナリズムとい
うならば、国家から自立した大衆ナショナリ
ズムも出現し、その影響力を拡大してきてい
る。さらに、大衆ナショナリズムは偏狭なナ
ショナリズムとリベラルなナショナリズム
は存在している。前者は排他的な対外政策を
主張し、西側の対中国人権外交に強く反発す
るものであり、政治的な左派、保守派は積極
的に唱え、弱者に対し強い影響力を持つ。ま
た、反日デモなどで見られた破壊的な活動も
偏狭なナショナリズムによるものである。他
方、リベラルなナショナリズムは西側の理念、
価値観、思想に強く共鳴し、国際ルールの順
守や対外協調外交を強調し、偏狭なナショナ
リズムに対して批判的な立場を示している。
リベラルなナショナリズムは主として民主
化の活動家、リベラルな知識人を中心に存在
し、改革志向の中産階級に対し影響力を拡大
している。 

 
第二に、中国政府はナショナリズムに関し

両面性をもつ。まず、毛沢東時代の挫折は社
会主義イデオロギーの求心力を大きく低下
させた。愛国主義、歴史教育の目的は従来の
イデオロギーを補強し、一党支配体制を正当
化し、政府の支配能力を高めようとしている
ものである。その意味で、官製ナショナリズ
ムは内向きな傾向が強い。他方、近代化の推
進は最高の国策であり、西側諸国や近隣諸国
との協調関係、安定した国際環境は近代化の
推進にとって欠かせない条件である。そのた
めに、中国政府は思い切って路線を転換させ、
体制改革と対外開放政策を進めてきた。対外
開放政策は方向性から述べると、リベラルな
ナショナリズムに近い。内向きな傾向と対外
開放政策とのバランスは国内外の状況変化
によって変化するものである。全体から述べ
ると、政治権力は安定し、西側との関係は良
好な時、対外開放の傾向は強まってくる。
1980年代と 21世紀前の 10年はその例である。



逆に国内社会は不安定し、西側との対立は増
大する時、権力の安定化は急務となり、内向
きの傾向が強まってくる。 

 
第三に、国家から自立したナショナリズム

の発展は政府の二面性から影響をうけるほ
か、市場化、経済発展と価値観の多様化とい
った構造的な変化によるところが大きい。リ
ベラルなナショナリズムについて言えば、中
産階級、特にリベラルな知識人は言うまでも
なく、中国社会全体は改革開放路線、対外交
流の拡大を積極的に支持してきた。さらに、
急速な経済成長、教育の発展、対外交流の拡
大、情報化は進む中で、より多くの人々は国
際的な感覚、視野を身に着けてきた。それは
リベラルなナショナリズムの拡大を支えて
いる。他方、民主化勢力、リベラルな知識人
は欧米型の民主化、自由化を政治改革の目標
とし、欧米の思想を積極的に受け入れ、また
欧米各国の政府、国際 NGOの支援を受けてき
た。その政治的な主張は一党支配体制と大き
く矛盾している。 

 
第四に 1990 年代半ば以前、中国政府は改

革開放路線を進め、国民は西側との関係改善
を歓迎する中で、偏狭な大衆ナショナリズム
の存在空間は比較的に狭かった。しかし、
1990年代半ば以降、偏狭なナショナリズムは
以下の原因で強まっている。まず一つ目は、、
西側の対中国批判に対する反発である。中国
の急速かつ持続的な発展によって、人々は後
進意識から徐々に脱却し、自国に対し誇りを
もち始めている。中国人権問題に対する厳し
い批判は中国人の国へのプライドを傷つけ、
かれらの対外批判を過激させている。それは、
偏狭なナショナリズムは中産階級、知識人の
間でも強まっており、国内政治に関し新左派
的な立場をとっている原因でもある。次は、
貧富格差や社会的不公正といった国内問題
によるものである。弱者にとって、ナショナ
リズムは社会的不満を発散させるはけ口で
あり、インターネットの発展は彼らに情緒的
な対外主張を表現する格好な手段を提供し
た。 

 
第五に、中国大使館への誤爆事件をきっか

けとする 1999 年の反米デモ、歴史認識の対
立や領有権紛争をきっかけとする反日デモ
（2005 年と 2010 年）で、外国の大使館や外
国製品は標的とされるデモや破壊活動は見
られた。その参加者は、弱者と偏狭なナショ
ナリズム、新左派的な主張の持ち主である。
中国政府にとって、リベラルな知識人による
民主化の要求を抑えるためにも、新左派／偏
狭なナショナリズムの存在は体制の支持基
盤であるが、他方、偏狭なナショナリズムの
高揚は市場化の経済改革や対外政策の主導
権に制約を加えるほか、デモや破壊活動は社
会秩序をもたらし、対外摩擦を拡大させるマ
イナスの影響が大きい。2010 年の反日デモ以

降、中国政府はメディア規制を強化するほか、
デモや破壊活動に対し法的処罰に乗り出し
た。偏狭なナショナリズムは主として過激な
対外批判や外国製品の不買運動の呼び掛け
といった形式で現れている。 
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